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地域未来創生塾@中央公民館（全10回）

　　１．は じ め に

　弘前大学人文社会科学部地域未来創生センターは、弘前市立中央公民館と連携して「地域未来創生塾
＠中央公民館」を開催した。「持続的で豊かな地域創造」をテーマに全 10 回の講座が開かれた。本事業は、
人口減少にともなう様々な地域課題の対策や地域文化資源の有効利用策、地域の防災・減災などを模索す
るために、地域住民の皆さんと弘前大学人文社会科学部の教員及び学生が学び合う場を作ることを目的と
して実施した。
　本年度は、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のために、リモートと対面型を並行したハ
イブリット形式で行った。そのため、弘前地域だけでなく、八戸やむつなど県内の様々な地域や県外から
のも参加することが出来た。以下は各講座の要約である。

　　２．各講座の要約

○第１回「幻の 2021年弘前城薪能　～能《清経》を読む～」2022年 10月 12日（水）
人文社会科学部　助教・中野顕正

　弘前では、数年に一度の頻度で薪能が実施され、本物の能楽の舞台に触れることのできる貴重な機会と
なっている。直近では、令和３年７月 10 日に実施が予定されていたが、新型コロナウイルス感染拡大の
影響で延期のやむなきに至り、その延期公演として設定されていた令和４年２月 27 日の公演も、再度の
感染拡大によって中止となってしまった。
　これを受け、上演予定であった能作品を取り上げ講読することで、本来であれば実際に鑑賞できたはず
の作品世界の輪郭だけでも知って頂こうというのが、このたびの講座の趣旨であった。
　講座では、令和３年７月に上演される予定であった演目のうち《清経》を取り上げ、講読をおこなった。
同作は、『平家物語』に「心憂き事のはじめ」（灌頂巻・六道之沙汰）として見える平清経の入水譚を題材
とし、作中で叙述される物語内容は基本的に『平家物語』に忠実でありながらも、それを能の様式の中で
再構成した点に特色がある。このたびの講座では、『平家物語』の内容把握と、能の様式としての構成方
法との両面から講読をおこなった。
　なお、本講座は令和４年度地域未来創生教育・研究プロジェクト課題「能楽作品の一般向け解説作成に
向けた基礎的研究」の成果の一部である。

○第２回「ふるさと納税の課題を財政学から考える」2022年 10月 26日（水）
　人文社会科学部　准教授・金目哲郎

　近年、地方自治体への寄付額が増加している「ふるさと納税」の制度には、都市の税収を地方に移し、
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財政難に苦しむ地方の活性化につなげる狙いがあるともいわれる。
　今回の講義では、ふるさと納税制度の現状と課題について、財政学の視点から検討するためのポイント
を解説した。まず、財政の基本的な考え方として、わたしたちの暮らしが「いつでも、どこでも」保障さ
れるために、地域間の財政格差を是正し、全国の地方自治体が行政サービスを安定的に提供することが必
要であることを説明した。次に、自治体間の税収格差や、各地域のふるさと納税の受入額や税額控除につ
いて直近データで確認した。ふるさと納税のしくみでは税収格差を是正できないことや、ふるさと納税は
国の制度変更の影響を受けやすい一時的・臨時的な財源であることを説明した。このように、財政学の視
点でみると検討すべき課題も少なくない。今後、地方自治体は、ふるさと納税制度を財源調達の手段とし
てでなく、地元産品の開発・PRなど地域経済を活性化する手法として活用すべきことも説明した。

○第３回「企業における情報システムの活用方法」　2022年 11月９日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学人文社会科学部　助教・商哲

　講義の理解に必要な管理会計の基礎知識について説明しつつ、DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）レポートに基づき、企業における情報システムを活用する方法と直面する可能性のある課題について
検討した。
　講義では、経済産業省によるDXレポートを踏まえ、政策面、研究面、実務面において、情報システム
の活用の重要性が近年より一層重要視されるようになっていることを説明した。また、これまでの情報シ
ステムの活用は主に業務効率面に着目してきたことを指摘したうえ、戦略的な効果を生み出すには、社内
の情報共有とコミュニケーションがより重要であることを説明した。さらに、ケーススタディを通じて、
社内のデータを一元化して管理したうえ、全社員に共有し、社内のコミュニケーションの場において、全
社員に情報を活用してもらうための仕組みについて説明した。情報を活用し、部長たちは、自分自身の責
任外でも、他部門に対する助言をしたこと、現場社員が全社利益を考えたうえで提案をしたことなどの
出来事の背後には、適切な管理会計の仕組み（提案シートの設計やガイドラインの設定）に加え、経営
トップの強いリーダーシップの発揮、社内文化の育成、創業者の思いにコミットメントした人材が重要で
ある。また、COVID-19 による影響を検討し、一元化して管理される情報量が増えたことによるコミュニ
ケーションでの活用ハードルの向上、社長交代に伴って元社長の現場へ直接に関与する能力の衰弱による
現場社員の活動の衰退などの問題もみられた。
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○第４回「性の多様性のなかで生きる」　2022年 11月 24日（木）
弘前大学人文社会科学部　助教・高内悠貴

　弘前市では「一人ひとりが互いを尊重し合い心豊かに暮らせるまち」への一歩として 2020 年にパート
ナーシップ宣誓制度が導入されている。この講義では、アメリカの性的マイノリティの社会運動の歴史を
振り返り、同性婚実現を超えて性の多様性を実現するための課題を検討した。
　まず、アメリカの性的マイノリティの歴史上、同性婚は常に優先課題であったわけではなく、差別禁止
法や医療保険制度の整備など様々な要求が提起されてきたことを確認した。その上で、2015 年に同性婚
が実現した後、同性婚に対するバックラッシュや、トランスジェンダーに対する攻撃、さらには生殖の自
由と権利に対する攻撃が激しくなっていることを紹介し、同性婚の実現は性の多様性実現の１つのステッ
プでしかなく、性的マイノリティの人々が安全に生活できる社会を作るための不断の努力が必要であるこ
とを強調した。
　質疑応答の時間には、パートナーシップ宣誓制度以外にも、弘前市として取り組むべき課題は何かにつ
いて有意義な意見交換が行われた。

○第５回「「ナマコの眼」で地域をみつめる」2022年 12月 14日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学人文社会科学部　助教・松井歩

　グローバル化の流れの中で、ローカルな地域も大きな影響を受けている。本講義では世界的な「ナマコ
ブーム」の中でローカルな漁業地域がいかに影響され、いかに対応してきたのかについて紹介した。
　はじめに、ナマコ資源の生態的特徴、資源利用の特徴について解説した。続いて、北海道におけるナマ
コ漁業の動態について、調査結果をもとに紹介した。事例地域においては隣接する地区間でも資源利用・
管理の方法が異なる。各地区では他の漁業を含む中長期的な資源利用の動態、人口動態をはじめとした
社会的要素、地形等の自然的要素が複合的に影響する中で独自性のある取り組みが発展してきた。ナマコ
ブームは様々な地域に利益をもたらした一方で、多くの問題をはらんでいる。さらに、「ブーム」である
以上いつ終わってもおかしくない。過熱するブームをただ拒絶するのでも、無批判に取り込まれるのでも
なく「うまく付き合っていくこと」が重要になることを述べた。

○第６回「コロナ禍と憲法」
弘前大学人文社会科学部　助教・伊藤健

　憲法は、国家の活動を制限する法規範といわれる。そのため、憲法問題が身近な問題として現れること
は、そう多くない。しかし、コロナ禍という未曽有の危機において、国家が我々の生活に介入する必要が
生じた。そこで、本講義では、コロナ禍で顕在化した憲法問題について取り上げた。
　概要としては、まず、ロックダウン、感染者の強制入院・隔離、及び感染者情報の収集・利用などの問
題を検討した。そこでは、日本の感染症対策の多くが、国民の自己決定に委ねられてきたことを確認した。
　次に、日本でも法的に規制が行われた例として、実際に訴訟になり判決が下された営業自粛要請の問題
と営業自粛に対する補償の問題を検討した。その際、判決文の読解とそれに関連する学説の解説を通し
て、判決の論理を説明するとともに若干の批判を行った。
　最後にまとめとして、感染症対策には未知の病原体に関するリスク判断を必要とするので、対応時には
政治部門の裁量が広く認められるものの、事後には政治部門の判断を検証し直す必要があることを指摘し
た。



－ 88 －

Ⅴ-１

地
域
未
来
創
生
塾
＠
中
央
公
民
館
（
全
10
回
）

　　３　お わ り に

　今年度の講座では、日本古典文学にはじまり、財政学、管理会計、アメリカ史、社会地理学、憲法、実
証産業組織論、民法、人類学・社会学、金融論など、さまざまな分野の目線から、この地域の課題だけで
なく、地域の潜在力や地域資源の可能性などを再発見する貴重な場となった。このように地域の現状を多
角的な目線で理解し、地域住民の皆さんと共有することは、今後の地域づくりのために大変重要な取り組
みとなりうる。このような事業を継続することを通して、より多くの市民や学生が地域の実情を再認識で
きる場を拡げていきたい。
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